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奥出雲町における下水道事業の推進（防災・安全）

平成29年度　～　平成29年度　（1年間） 奥出雲町

・ストックマネジメント計画策定団体数を0団体（H29）から1団体（H29）へ増加

① ・ストックマネジメント計画策定団体数を0団体（H29）から1団体（H29）へ増加

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

　事業完了後

奥出雲町において評価を行い確定

　奥出雲町ホームページで公表

１．交付対象事業の進捗状況

A　下水道事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円） 策定状況

A奥出雲-1 下水道 一般 奥出雲町 直接 奥出雲町 処理場 改築 20.0

100

合計 20.0

（H29末）

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

（H29当初）

0団体 - 

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

番号 事業者
事業及び
施設種別

事業内容 市町村名 費用便益比

－ Ｃ － Ｄ －
効果促進事業費の割合

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
20.百万円 Ａ 20.百万円 Ｂ

備考要素となる事業名
省略
工種

計画の目標

処理場及びマンホールポンプ場における老朽化対策を計画的に実施することにより、安心な生活環境の創出と、安定した水環境の保全を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

社会資本総合整備計画　事後評価書 平成30年9月4日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

1団体

-

ストックマネジメント計画策定 奥出雲町ストックマネジメント計画策定事業（横田処理区他）



Ｂ　関連釈迦資本整備事業（該当なし）
B　下水道事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円）

合計 0.0

Ｃ　効果促進事業（該当なし）
C　下水道事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 （百万円）

合計 0.0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業（該当なし）
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計 0.0

番号

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

・ストックマネジメント計画策定団体数を0団体（H29）から1団体（H29）へ増加
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 1団体

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 1団体

最終目標値

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・ストックマネジメント実施方針が定まったため、計画（案）まで策定済である。今後は、今年度中を目途に本町におけるストックマネジメント計画を策定する。

指標①ストックマネ
ジメント計画の策定
団体数

備考

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円） 備考

（面積等）

番号 事業者
事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

省略
要素となる事業名 事業内容 市町村名 備考

工種

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度）

備考
工種



（参考様式３）参考図面

計画の名称
計画の期間 　平成２９年度 ～ 平成２９年度 （１年間） 交付対象

　奥出雲町における下水道事業の推進（防災・安全）
奥出雲町

奥出雲町役場

（仁多庁舎）

三成浄化センター

A奥出雲-1：ストックマネジメント計画策定事業（横田処理区外）

奥出雲町役場

（横田庁舎）

横田浄化センター


